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主
務
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
に
該
当
す
る
場
合
に
限
り
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
込
み
に
係
る
特

定
措
置
に
係
る
優
先
出
資
の
引
受
け
等
を
行
う
べ
き
旨
の
決
定
を
す
る
も
の
と
す
る
。

一

機
構
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
込
み
に
係
る
取
得
特
定
優
先
出
資
（
機
構
が
特
定
措
置
に
係
る
優
先
出
資
の

引
受
け
等
に
よ
り
取
得
し
た
優
先
出
資
を
い
う
。
次
条
第
二
項
及
び
第
百
十
条
の
十
六
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）

又
は
取
得
特
定
貸
付
債
権
（
機
構
が
特
定
措
置
に
係
る
優
先
出
資
の
引
受
け
等
に
よ
り
取
得
し
た
貸
付
債
権
を
い

う
。
次
条
第
二
項
及
び
第
百
十
条
の
十
六
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
処
分
を
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
な
い
こ
と
。

二

前
二
項
に
規
定
す
る
計
画
の
確
実
な
履
行
等
を
通
じ
て
、
農
林
中
央
金
庫
の
次
に
掲
げ
る
方
策
の
実
行
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
。

イ

経
営
の
合
理
化
の
た
め
の
方
策

ロ

経
営
責
任
の
明
確
化
の
た
め
の
方
策

５

第
百
条
第
四
項
の
規
定
は
前
項
の
決
定
を
行
う
と
き
に
つ
い
て
、
同
条
第
五
項
の
規
定
は
第
二
項
の
決
定
を
行
つ

た
と
き
に
つ
い
て
、
同
条
第
六
項
の
規
定
は
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
込
み
に
係
る
優
先
出
資
の
引
受
け
等
を
行
わ

な
い
旨
の
決
定
が
さ
れ
た
と
き
に
つ
い
て
、
同
条
第
七
項
の
規
定
は
こ
の
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
六
項
の
規

定
に
よ
る
特
定
認
定
の
取
消
し
に
つ
い
て
、
第
百
一
条
の
規
定
は
機
構
が
前
項
の
決
定
に
従
い
優
先
出
資
の
引
受
け

等
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
、
第
百
一
条
の
二
の
規
定
は
農
林
中
央
金
庫
が
同
項
の
決
定
に
従
い
発
行
す
る
優
先
出
資

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
条
第
五
項
中
「
当
該
農
水
産
業
協
同
組
合
」
と
あ

る
の
は
「
農
林
中
央
金
庫
」
と
、
同
条
第
六
項
中
「
第
一
号
措
置
に
係
る
認
定
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
認
定
（
第
百

十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
認
定
を
い
う
。）」
と
、「
も
の
と
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
こ
と
が
で
き
る
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
優
先
出
資
の
引
受
け
等
に
係
る
計
画
の
公
表
等
）

第
百
十
条
の
十
五

主
務
大
臣
は
、
前
条
第
四
項
の
決
定
を
し
た
と
き
は
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
を
受
け

た
計
画
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
混
乱
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
項
、
農
林

中
央
金
庫
の
債
権
者
そ
の
他
の
取
引
者
の
秘
密
を
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
項
及
び
農
林
中
央
金
庫
の
業
務
の
遂
行

に
不
当
な
不
利
益
を
与
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

主
務
大
臣
は
、
機
構
が
取
得
特
定
優
先
出
資
又
は
取
得
特
定
貸
付
債
権
の
全
部
に
つ
き
そ
の
処
分
を
し
、
又
は
返

済
を
受
け
る
ま
で
の
間
、
農
林
中
央
金
庫
に
対
し
、
前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
を
受
け
た
計
画
の
履
行
状
況

に
つ
き
報
告
を
求
め
、
こ
れ
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
取
得
特
定
優
先
出
資
又
は
取
得
特
定
貸
付
債
権
の
処
分
）

第
百
十
条
の
十
六

機
構
は
、
取
得
特
定
優
先
出
資
又
は
取
得
特
定
貸
付
債
権
に
つ
い
て
譲
渡
そ
の
他
の
処
分
を
行
お

う
と
す
る
と
き
は
、
主
務
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

機
構
は
、
前
項
の
処
分
を
行
つ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、そ
の
内
容
を
主
務
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
定
負
担
金
の
納
付
等
）

第
百
十
条
の
十
七

農
林
中
央
金
庫
等
は
、第
百
六
条
第
四
項（
第
百
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

の
規
定
に
よ
る
公
告
が
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
公
告
に
係
る
納
付
期
間
中
、
機
構
の
危
機
対
応
業
務
（
特
定
認
定
に

係
る
農
林
中
央
金
庫
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
実
施
に
要
し
た
費
用
に
充
て
る
た
め
、
機
構
に
対
し
、
当
該
公
告
に

係
る
納
付
期
間
に
含
ま
れ
る
各
年
の
六
月
三
十
日
ま
で
に
、
主
務
省
令
で
定
め
る
書
類
を
提
出
し
て
、
負
担
金
を
納

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
農
林
中
央
金
庫
等
が
納
付
す
べ
き
負
担
金
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
特
定
負
担

金
」
と
い
う
。）の
額
は
、
各
農
林
中
央
金
庫
等
に
つ
き
、
当
該
特
定
負
担
金
を
納
付
す
べ
き
日
の
属
す
る
年
の
三
月

三
十
一
日
に
お
け
る
負
債
（
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。）の
額
の
合
計
額
に
、
第
百
六
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
定
め
ら
れ
た
負
担
率
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
と
す
る
。

３

第
五
十
条
第
二
項
及
び
第
五
十
二
条
か
ら
第
五
十
四
条
ま
で
の
規
定
は
、
特
定
負
担
金
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
農
水
産
業
協
同
組
合
の
」
と
あ
る
の
は
「
農
林
中
央
金
庫
等
（
第
百
六
条
第
二
項
に

規
定
す
る
農
林
中
央
金
庫
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
」
と
、
第
五
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
農
水
産
業
協

同
組
合
」
と
あ
る
の
は
「
農
林
中
央
金
庫
等
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
資
産
の
買
取
り
）

第
百
十
二
条
の
二

機
構
は
、
第
三
章
第
四
節
の
規
定
に
よ
る
場
合
の
ほ
か
、
特
別
監
視
指
定
に
係
る
農
林
中
央
金
庫

が
保
有
す
る
資
産
の
買
取
り
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

機
構
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
資
産
の
買
取
り
を
行
う
場
合
に
は
、
主
務
大
臣
が
あ
ら
か
じ
め
定
め
て
公
表
す
る

基
準
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

機
構
は
、
農
林
中
央
金
庫
か
ら
第
一
項
の
資
産
の
買
取
り
に
係
る
申
込
み
が
あ
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
委
員

会
の
議
決
を
経
て
、
当
該
申
込
み
に
係
る
資
産
の
買
取
り
を
行
う
か
ど
う
か
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

機
構
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
を
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
そ
の
決
定
に
係
る
事
項
を
主
務
大
臣
に
報
告
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

機
構
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
資
産
の
買
取
り
を
行
う
旨
の
決
定
を
し
た
と
き
は
、
農
林
中
央
金
庫
と
の
間
で

当
該
資
産
の
買
取
り
に
関
す
る
契
約
を
締
結
す
る
も
の
と
す
る
。

第
百
十
八
条
の
二
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
契
約
の
解
除
等
の
効
力
）

第
百
十
八
条
の
三

主
務
大
臣
は
、第
九
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
又
は
特
定
認
定
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、

会
議
の
議
を
経
て
、
当
該
認
定
又
は
特
定
認
定
に
係
る
農
林
中
央
金
庫
に
つ
い
て
、
関
連
措
置
等
（
当
該
認
定
若
し

く
は
特
定
認
定
又
は
特
別
監
視
指
定
そ
の
他
の
当
該
認
定
若
し
く
は
特
定
認
定
に
関
連
す
る
措
置
を
い
う
。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
同
じ
。）が
講
じ
ら
れ
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
契
約
（
契
約
の
当
事
者
又
は
契
約
に
お
い
て
定
め
る
者

で
あ
る
農
林
中
央
金
庫
に
対
し
関
連
措
置
等
が
講
じ
ら
れ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
特
定
解
除
等
の
効
力
が
生
ず
る
こ

と
を
約
定
し
て
い
る
も
の
で
あ
つ
て
、
金
融
市
場
そ
の
他
の
金
融
シ
ス
テ
ム
と
関
連
性
を
有
す
る
取
引
の
う
ち
主
務

省
令
で
定
め
る
も
の
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
特
定
解
除
等
を
定
め
た
条
項
は
、
我
が
国
の
金
融
シ
ス
テ
ム
の
著
し

い
混
乱
が
生
ず
る
お
そ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
必
要
な
範
囲
に
お
い
て
、
我
が
国
の
金
融
シ
ス
テ
ム
の
著
し
い
混
乱

が
生
ず
る
お
そ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
た
め
に
必
要
な
期
間
と
し
て
主
務
大
臣
が
定
め

た
期
間
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
措
置
実
施
期
間
」
と
い
う
。）中
は
、
そ
の
効
力
を
有
し
な
い
こ
と
と
す
る
決
定

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
「
特
定
解
除
等
」
と
は
、
契
約
の
終
了
又
は
解
除
、
契
約
を
解
約
す
る
権
利
の
発
生
、
契
約
に
係
る
債
権

に
係
る
期
限
の
利
益
の
喪
失
、
契
約
に
係
る
取
引
に
係
る
金
融
機
関
等
が
行
う
特
定
金
融
取
引
の
一
括
清
算
に
関
す

る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
八
号
）
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
一
括
清
算
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
と
し

て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
は
、
そ
の
決
定
の
時
か
ら
効
力
を
生
ず
る
。

４

主
務
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
を
行
つ
た
と
き
は
、
直
ち
に
そ
の
旨
及
び
措
置
実
施
期
間
を
官
報
に

よ
り
公
告
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
機
構
及
び
農
林
中
央
金
庫
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
が
行
わ
れ
た
契
約
に
つ
い
て
は
、
民
事
再
生
法
第
五
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
破

産
法
第
五
十
八
条
の
規
定
は
、
措
置
実
施
期
間
中
は
、
適
用
し
な
い
。

６

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
が
行
わ
れ
た
契
約
に
つ
い
て
の
金
融
機
関
等
が
行
う
特
定
金
融
取
引
の
一
括
清
算
に

関
す
る
法
律
第
三
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
措
置
実
施
期
間
中
は
、
同
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
一
括

清
算
事
由
は
、
生
じ
な
か
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

（
農
林
中
央
金
庫
の
資
産
及
び
負
債
の
秩
序
あ
る
処
理
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
の
命
令
）

第
百
十
八
条
の
四

主
務
大
臣
は
、
農
林
中
央
金
庫
の
資
産
及
び
負
債
の
秩
序
あ
る
処
理
が
必
要
と
な
つ
た
場
合
に
お

け
る
そ
の
円
滑
な
実
施
の
確
保
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
農
林
中
央

金
庫
に
対
し
、
そ
の
必
要
の
限
度
に
お
い
て
、
期
限
を
付
し
て
当
該
措
置
を
講
ず
る
よ
う
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。


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